


1

2018年12⽉期第1四半期決算 サマリー：

 対前年度同⼀期間（1-3⽉期）⽐でみると⼤きく減収減益
 決算期の変更により1⽉から3⽉の売上・利益の出⽅が従来と少し変わることを⾒込
んでいたこともあり、通期計画の達成に向けては概ね計画どおりのスタート



2018年12⽉期第1四半期決算 事業セグメント別のサマリー：

 受注⾼は環境プラント事業を中⼼に３事業ともに増加、精密・電⼦事業は受注環境が
想定よりも好調

 決算期変更の影響もあり、⾵⽔⼒事業では⼤きく減収減益
 精密・電⼦事業は前年度同⼀期間の売上・利益⽔準が⾼かった
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2018年12⽉期第1四半期決算 事業セグメント別（⾵⽔⼒事業）：

（受注⾼増加要因）
 コンプレッサ・タービン(CT)事業の製品を中⼼に増加
 ポンプ事業の減少は、カスタムポンプで前年度同⼀期間に⼤型案件を複数受注したこ
とに起因

（売上⾼減少要因）
 ポンプ事業は、標準ポンプが主に海外で増加したが、カスタムポンプは前年度同⼀期
間にあったパーツの⼤型案件が抜けるなどサービス＆サポート（以下S&S）を中⼼に
売上が減少

 CT事業は、製品の売上は増加したが、S＆S売上は⼤きく減少

（営業利益減少要因）
 減収の影響
 収益性の悪化は、S＆S売上の構成⽐が減少したため。S＆Sの中でも特に収益性の⾼
いCT事業においてパーツの構成⽐が減少し、ミックスは悪化

（通期計画の達成⾒通しについて）
 主⼒市場である⽯油・ガス市場の底打ち感により顧客の設備投資は緩やかな回復基
調にある。下期に向けて⾵⽔⼒事業全体でS&Sが増え、ミックスも改善する⾒込み
であるため、通期計画は達成⾒通し
・ CT事業はアジアを中⼼に案件が出始めている
・ カスタムポンプはCT事業と⽐べるとリードタイムが短いため、業績への影

響は下期以降にみえてくる
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2018年12⽉期第1四半期決算 事業セグメント別（環境プラント事業）：

（受注⾼増加要因）
 前期に内定していた⼤型案件を3件受注
（DBO案件、バイオマスの⺠需案件、⻑期包括案件）

（売上⾼減少要因）
 ⼿持ちのEPC⼯事案件が減少

（営業利益横ばい要因）
 減収の影響とミックス改善によりほぼ前年度同⼀期間並み
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2018年12⽉期第1四半期決算 事業セグメント別（精密・電⼦事業）：

（受注⾼増加要因）
 メモリー関連を中⼼に半導体関連の設備投資額は依然として⾼い⽔準を維持
 コンポーネント事業、CMP事業共に順調に推移

（売上⾼減少要因）
 コンポーネント事業では前期の好調な受注を背景に増加
 CMP事業は前年度同⼀期間の⽔準が⾼かったこともあり減収

（営業利益減少要因）
 CMP事業の減収の影響
 ⼈件費を中⼼に固定費が増加

（通期計画の上⽅修正）
 半導体市場の設備投資動向に鑑み、受注⾼の通期⾒通しを1,300億円から1,400億円
（対期初計画⽐+100億円）に上⽅修正

 通期の売上⾼⾒通しを個別事業ごとに⾒直し（事業全体の⾒通しに変更はない）
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2018年12⽉期の業績⾒通し：

通期受注⾼⾒込み：5,450億円(対期初計画⽐+100億円)
 精密・電⼦事業で受注⾼を上⽅修正
 売上⾼、営業利益については変更無し
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